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(表 3)に比較して､格段に低いことが分かる｡1931 (昭和 6)年には､全国平均一人当た
り生産額115円に対 し､青森県は42円と極端に低い｡とくに農産物に限ってみるならば､
1930 (昭和 5)年の33,351(千円)から翌年の18,243 (千円)と著しい生産額の下落がみら
表2 青森県 (単位千円)
農作物 蘇 家畜 私有林産 水産 鉱産 工場生産 合計 推 計人 口 人口1当り生産額
大正 9 55,129 463 2,486 1,503 1,946 2,186 2,8261408 73,53965 7 756,454 1ーJ9785
10 43,073 442 2,401 1,430 3,270 877 764,800
ll 4370 898 105 355 2623 819 73200
12 44,384 1,075 2,401 1,630 4,133 117 31,054 84,794 781,600 108
13 53,901 819 2,230 1.559 5.390 335 15,771 80,005 791,000 101
14 55,440 1,385 1,801 1,586 6,986 214 17,244 84,656 879,911 96
昭和 1 45,329 911 1,701 1,172 4,694 48 16,449 70,304 824,700 85
2 42,788 629 1,609 961 5,260 20 17,716 68,983 836,600 82
3 45,201 656 1,817 1,002 5,569 10 18,529 72,784 848,700 86
4 42,465 781 1,559 690 5,185 22 21,817 72,519 860,900 84
5 33,351 307 1,008 676 3,016 15 15,306 53,679 879,914 61
農産物 蘇 家畜 私有林産 水産 鉱産 工場生産 合計 推 計人 口 人口1当り生産額
大正 9 3,508,391 365,519 114,697 233,262 149,522 566,788 5,973,543689227 10,911,722976446 55,963,053 H19569
10 2,741,842 409,177 95,595 233,416 169,598 332,151 56,787,300
ll 2617408 854248 06031 0 580 6 217 34 35 7655800
12 2,725,411 660,404 95,595 229,216 184,031 357.940 5,978,445 10,231,042 58,481,500 175
13 3,257,264 551,680 132,315 205,254 254,941 352,323 6,624,560 ll,378,337 59,138,900 192
14 3,226,028 827,508 104,564 170,861 258,449 355,972 7.029,659 ll,973,041 64,450,005 186
昭和 1 2,810,258 661,442 94,703 90,296 227,292 347,844 7,154,797 ll,386,632 60,521,600 188
2 2,702.615 496,932 79,457 150,283 229.138 368,568 6,947,948 10,974,941 61,316,600 179
3 2,583,791 551,684 94,393 150,831 209,264 378,305 7,377,954 ll,346,222 62,122,200 183
4 2,501,467 655,001 92,105 124,833 205,940 384.535 7,716,775 ll,680,656 62,938,200 186
5 1,824,308 304,213 70.122 90,350 162,928 307,674 5,954,741 8,714,336 64,450,005 135





青森県における農村恐慌の様相を青森市物価指数表 (表 4)よりみると､1929(昭和 4)
年から販売品価格が購買品価格を下まわり､この差が農家経済を圧迫したのである｡




年別品名 大 正 13年 右指数 /14年 昭和1年 //2年 //3年 //4年 //5年 //6年 //7年 //8年 //9年 //10年 //11年
版 うる白米 円(石) 35.99 100 109 95 85 76 71 65 52 57 60 74 81 82
だいず (〟) 19.01 100 108 91 91 94 91 76 60 69 81 74 91 95
売 鶏 卵 (100箇)5.66 100 101 91 83 73 67 61 57 41 53 49 54 64
臼 木 炭 (10貫)3.38 100 82 79 87 79 73 57 46 38 43 43 42 51
EIFT 藁二L品 (10丸)5.32 100 91 74 91 78 53 53 41 44 55 50 48 50
清 酒 (石) 95.00 100 97 100 94 94 94 94 88 84 89 93 93 89
購 白砂糖 (16貫)23.86 100 91 90 88 83 82 75 67 73 76 73 73 74
買 晒木綿 (1反)0.82 100 97 69 67 69 65 46 42 45 60 62 62 60
品 裏 地 (1反)1.62 100 97 75 70 67 63 55 48 50 53 56 56 57
石 油 (2貫)6.79 100 93 86 75 75 77 73 70 74 81 74 74 77
平均 販売品 100 98 86 87 80 71 62 51 50 58 63 63 68
掃数 購買品 100 95 84 79 78 76 62 63 65 72 72 72 72
『青森県農地改革史』より
表5 日･小作別米の反当収支計算 (昭和5-15年)
自 作 者 小 作 者
反 当 反 当 差 引 反 当 反 当 差 引生産額 生産費 生産額 生産費
昭和5年 円46.86 円78.69 円▲ 31.83 円28.91 円45.18 円▲ 16.27〝 6 3523 5 54 2331
〝 7年 51.58 58.24 ▲ 6.66 46.99 47.31 ▲ 0.32
〝 8年 51.58 65.69 ▲ 14.ll 49.46 53.49 ▲ 4.03
〝 9年 57.41 65.00 ▲ 7.59 47.69 51.05 ▲ 3.36
〝10年 64.94 71.57 ▲ 6.63 51.667907 50.66690 1.101001
〝11年 76.19 72.40 3.79
2 8802 408 1394
〝13年 95.01 87.67 7.33 80.04 73.84 6.20




















昭和 5年 円 円 円27.38 23,77 16.83〝 6年 30.68 29.89 14.48〝 7年 20.22 18.19 17.57
〝 8年 22.84 20.98 18.72
〝 9年 32.50 30.87 24.54
〝 10年 30.92 30.052499 25.41
〝 11年 23.83 24.98
2 2425 817
〝 13年 28.57 28.54 31.03
〝 14年 31.35 35.61 41.06














種苗費 肥料費 諸材料幣 大農具賛 建物費 雇傭労賃 畜役費 租税労賃 家族労賃 小作料 その他 合計
昭和 6年 % % % % % % % % % % % %2.68 19.15 2.72 1.70 1.64. 9.39 7.41 2.28 31.25 21.78 0.00 100.00
〝 7年 2.64 17.27 2.26 1.23 1.18 8.01 7.00 1.46 30.08 28.87 0.00 lop.00
〝 8年 2.36 17.59 2.00 2.20 2.26 7.52 7.10 3.20 27.48 28.29 0.0() 100.00























郡 別 総 戸 数 農 家戸 数 皆無作及び7割以上の被害農家 5割以上の被害農家 5割未満の被 平年作以上の
総 数 擢災救助を要 程 災救助基金法以外 全 く救助を要 総 数 碍 災救助基金法以外 全 く救助を要
するもの の救助を安するもの しないも の の救助を要するもの しないも の 害農家 農 家
東 津 軽 郡 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸 戸66
13,990 7,599 3,665 2,546 622 497 2,682 2,008 674 1,252
西 津 軽 郡 12,780 8,194 2,133 1,449 471 268 2,381 1,990 391 3,680
中 津 軽 郡 ll,012 8,069 425 291 90 47 1,436 1,296 140 6,203
南 19,886 14,020 947 481 320 146 1,518 1,402 116 ll,489
北 津 軽 郡 13,484 8,292 1.575 1,378 141 55 1,814 1,664 150 4,78517 11884
上 北 郡 17,702 10,819 10,404 6,054 4,028 322 415 228 187
下 北 郡 8,965 3,045 2,930 2,330 439 161 98 77 21
三 戸 郡 16,998 12,116 7,108 2,509 3,994132 67734 3,568 2,741 827 1,440青 森 市弘 前八 - 47517429 69 749601.0 20273 2017 197429 106364 7165 301653
表9 要救済農家戸数
郡 別 要救済戸数
東 津 軽 郡 戸4,691
西 津 軽 郡 2,225
中 津 軽 郡 1,364
南 津 軽 郡 2,296
北 津 軽 郡 1,220
上 北 郡 9,189
下 北 郡 3,255
三 戸 郡 8,860



















和 7)年も部分的に水害に見舞われ､ 1933 (昭和 8)年は
豊作であったが米価大暴落のため豊作飢健となった｡

















向後 1カ月 9カ村､2カ月 10カ村､3カ月 6カ村､4カ月 8カ村､5カ月 4カ










の最 も高い町村は柏木町 (85.71%)､大畑町 (84.87%)､大奥村 (84.70%)､豊田村
l:1
(75.00%)などであった｡
表10 昭和10年度欠食児童数及給食費 ,= ｣ .._(､J,,｢ノ小-ムl一一JVlLi)､
那 東 西 中 南 北 上 下 三 青 弘 八 青 八 紘計市 窪 漂 琵 琵 琵 北 北 戸 森 前 戸 璽 空目 ∃ー
別 郡 郡 郡 郡 郡 郡 郡 郡 市 市 市 唖 唖
欠 -
食児塞数 五 三 六 六 六 四 一 三 一 -
八 六 六 八 七 二 六 九 〇 八 七 三 三 七
七 五 七 二 〇 三 五 八 一 七 一 二 〇 八
名
給食 五
七 六 三 二 七 六 七
ー ノ 六 一
二 六 八 四 〇 三 七 八 五 九 五 四 七 五
辛 〇 五 六 六 四 七 五 六 二 二 八 一'九


















年 度 乳幼児死亡数 一般死亡率に対する








昭和6年 240 235 97%
7年 146 118 47%
8年 272 214 41%





昭和 / / /
6年 7年 9年 10年
芸妓 (芸界 人 人 人 人
130 289 137 50
216 168 268 214
娼妓 (是定 96 292 234 2519 17 616
酌婦 (芸界 209 548 512 323
41691 284 512 339
女給 (是究 666 656 669253 285 24
女工 (是究 697 141 532201 421 1,276
其他 (是究 332 762 1,809 519227 341 623 34
合計 (是究 858 3,254 3,489 1,516
『青森県農地改革史』より
午齢
二 三 四 五 六 七 八 九 〇 一 二 三 四 五
歳
人数
二 六 〇 一 八 五 四 二 二
一 一 五 〇 六 九 八 九 六 八 〇 五 一 一 七
























水 稲 町 町 町 町 町68,703 ll,373 7,059 6,832 4,737
りんご ll,755 624 358 162 424
そ ば 4,558 30 106 282 164
そさい 8,003 828 163 175 228
ばれいし ま 6,417 727 969 680 1,150
だいず 14,153 1,082 396 600 993

















































































婦無料健康相談所設置病院は､青森市 県立青森病院､弘前市 市立弘前病院､八戸市 八





































保 育 所 名 l州白 人 止 昭利 所 在 地 代 表 -A-名
1 1 八J.-町立保嬰学校 -トー｣ 八t,J 市
期 2 愛 婦人会-FtiJ-森支部軍人遺族幼児保育所弘前.it児ril(現サムエル保 L剣) /3 私 ソー. RlJ IT]
4 .Flに ∴′ 一一1'cI ラ JL 訓 話
け卜+ 宝 -,Jl 町 J1'
g T":i∩ T幼稚保善牌l1 イー 血/■｣ lH
11 大坂保何周llリ 桝1 早 賢 Ji 田 ･ 止
hr= _た ィ､ I
13 HJ=i氷児親ホ-ム辺地イ米育L対 (現野1地節-保fJ<鳳)-し- Fl 仇 r17 城 1, ) よI4 粁l1 軒 1)j地 利/ 横 ).L 勝 5F,
15 リし陀花L斜6 いてふ学園 (.呪いてふ学l対) 仏 Fl) lーJEf ■ 剛
17 度町小学校:{!:f児=7Tt_託児所 青 森 JfJ 押 目】倉 !J:
18 三戸紫苑保ffL#l 三 I 町 川 村 や 雄
19 .1Li木託児所 岩 木 村 ナ■ /ゝ _I
20 小湊セソ ノルメ/ ト1 IJ照判 効 (槻今別町保fTJl封) ｣､ 嬢 即今 別 町 r芥 ) の
22 柳町イ米庁除l 青 森 r1｣
23 野内託児所 野 内 十.T
24 下田村隣保協会 ー 出 flr
‖ 25 美光隣保鮒 (硯LIJj冊保~ff働) 七 戸 町
27 東奥家政遺族託リ山,rr ト- 一･.･.-.苛 蘇 市 人 森 テ ル































































































































2 1 0 0
1 100
0 4 1 0
2 6 1 3

















































































































70 清泉女学院州 別大字研究紀要(,3ih,8･91州 号)
表20 児童虐待防止法第7条の規定に依る禁止制限に対する違反者保護処分件数調(1933年)
禁止制限の業務及行為種類 起 訴 不起訴 汁 備 考
第 2 号 4 4
(乞 食)
第 4 号 3 3
(Ti々 に就き又は道路に於て物.L"■】販売をする業務)
第 5 号 21 21
(i-,J々 に就き又は道路に於て歌謡遊芸茶の他の演技を行 う某務)




午節刺 節 1Jri 第 1[,J 処 分 那 1項 77,2号 処 分親権者茄ク-後姐人ノ虐待ニ係ルモノ 然ラザルモノ 三一 親依71-デfク-後iL人/).Lg行二係ルモノ 然ラザルモノ 計
-97J 女 汁 93 女 汁 乃 女 .汁 朋 女 i-i 即 衣 ,iF -91 衣 .i1
1才未満
1才以上6才 未 満




禁止制限ノ業務及行為 ノ種類 起 言斥 不 起 訴 処分未済 計
第 2 項 第 2 号 15 2 17(乞 食)
第 2 項 第 4 号
(/i々 二親キ丈-道路ニ於テ物pL't.ヲ販売スル雀牌)
第 2 項 第 5 号 4 4
(戸々二就キ又-道路二於テ歌.i.i遊芸其 ノ他 ノ演技ヲ行ウ業務)



















1.起 床 午前5時 7.実 科 午後自1時 至4時
2.家事用事 午前自5時半 至6時半 8.家事用事 午後自4時半 至5時半
3.朝食自習 午前自6時半 至8時 9.夕食自由遊戯 午後自5時半 至7時半
4.朝拝訓話 午前自8時 至8時半 10.自 習 午後自7時 至8時
5.学 科 午前自8時半 至11時半 11.黙 想 午後自8時 至8時20分
6.昼 食 正午 12.就 寝 午後8時半
休業日は祝 日､日曜日､開園記念日､年末年始7日間､学年末3日間と夏期休暇10日以上で
あった｡園生に対 し､理髪は毎月1回以上､入浴は週に2回 (但 し季節および事情により増
演)であった｡食事は ｢主食物米7分麦3分1割合､副食物朝汁及ビ漬物､畳1莱及ビ漬物､夕





















表23 時 間 割
第1時 第2時 第3時 第4時 第5時 第6時
月 訓 話 御野立所清浄 算 術 国 語 理 科
火 算 術 国 語 図 書 作 業 作 業 作 業
水 算 術 国 語 歴 史 作 業 作 業 作 業
木 修 身 国 語 唱 歌 作 業 作 業 作 業
金 算 術 国 語 地 理 作 業 作 業 作 業






























































表24 園児の状況 (弘前愛成園 『弘前愛成図 表25 年齢構成 (弘前愛成園 『弘前愛成園30年史』1932年22頁 )
30年史』1932年21-22頁)
孤 児 棄 児 貧 児 計
男 1 3 9 13
女 3 1 7 ll




6歳以上14歳未満 14歳以上8 未満 18歳以上 計
男 3 4 6 13
女 4 0 7 ll
74 泊泉女学院如則大学研究紀要(第8I9合併7F]-)
同園の1931(昭和6)年度の収支状況は､収入 としては寄付金 (12円)､補助金 (1,800



















































































那市 東漢 西普 中漢軽 南津 北津 L北 下北 二ト二日蘇 弘 八 計∫軽 7p-軽 1-.軽 7軽 P 川こ 戸
那 那 れ 廊 那 那 那 那 那 市 市 市
学 輿七五 /ヽノ -齢児塞 九 ○ 九四 四 九 八/IL ○ 八1_i 六〇
九人 /＼○ ′ヽ七 ノ＼五 川 八七 四六 七九 天
貧困児 七 九七 ノヽ八 八〇九 七 〇五 /ヽ○∴
塞 吾人 六 九州 七 /＼九 九 ′＼ +
市町村チ 九 四 九 Ll 川 川 七 七四
算 ○川円 六 四 /ヽ川 t (⊃LIT.A 七 ○ ○ if_9
県 〇五/＼.円 △ 七五 〇四九 毛○ 四 :+ilt=九七 四 九〇


























郡 名相 別 束 郡 西 郡 中 郡 南 郡 北 郡 上北郡 下北郡 三戸郡 八戸市 計 (%)
学 用 l.l1 1,454 1,2()8 273 914 502 2,750 1,03() 1,741 37 9,909 9,9()9(45.1773033410312被 服 'iY 550 368 41 273 334 1,351 155 659 425 3,731
学用品｣を二被服 珊 529 68() 79 305 386 1,176 135 667 3,999
食 料 396 320 9 277 192 797 148 582 2,721








錯 雑 半 筆 半 消 鉛 筆 墨 硯 算 読 学
略 紘柄
記 ゴ 術 方
筆 帖 紙 紙 ム 筆 帖 帖 用｡日日名ケ 本 本 ケ ケ 冊 冊















12,278人 に上 り､ 給 食費用 も
7,120円余に達した｡
其他ノ事項 食 物 児実敗 給 監 五
揺除 副 主 督童 董 児 ±
の 良 氏 セ 塞 者 五日
為遅る 物 数 ル 敬
月日j]堤 自 女 男 女 男
ちの多し 鰭 栄 捕助 佳天候隻
其他 其他










青森地方職業 県 社 会 課 愛 国婦人会 合 計紹介事務局 青森 県支部
救済 貸付 救済 貸付 救済 貸付 救済 貸付
人員 金額 人月 金額 人員 金額 人員 金額
昭和9年11-12月 人25 円 人4 円 人30 円 人59 円






























育 児 事 業
虚 弱児童保護事
莱 (11年度)
異 常 児 童
保 護 事 業
79
愛国婦人会支部･--属託産婆 217名 取扱延人員 1,533名
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